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　人口　79805
　男　　3，908
　女　　3，897
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発行所　江南村役場

　電話（21）一2302

発行人杉田武喜

印刷所　秀英舎印刷

十
繭
月
の
メ
モ

1
日
　
自
衛
隊
記
念
日

　
働
く
青
少
年
の
福
祉
運
動

　
　
　
　
（
＋
日
ま
で
）

3
日
文
化
の
日

4
日
第
三
回
全
国
身
体
障
害
者
ス

　
ポ
ー
ツ
大
会
（
五
日
ま
で
、

　
上
尾
陸
上
競
技
場
）

8
日
立
冬

11

日
手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も
を

　
育
て
る
運
動

拓
日
精
神
衛
蓋
日
及
運
動
（
二
十

　
二
日
ま
で
）

17

日
地
方
暴
法
施
行
二
十
周
年

　
記
念
式
典

23

日
勢
霧
の
日

26
日
　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

昭
和
四
十
一
年
度
江
南
村
一
般
会
計

を
は
じ
め
、
国
保
特
別
会
計
、
南
北
簡

易
水道特別

会
計
な
ど
歳
入
歳
出
決
算

は
、
地
方
自
治
法
二
百
三
十
三
条
の
規

定
に
基
づ
い
て
、
さ
る
九
月
定
例
議
会

に
お
い
て
承
認
を
得
、
直
ち
に
県
知
事

あ
て
詳
細
に
報
皆
を
い
た
し
ま
し
た
。
』

つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
つ
ぎ
の
と
お

り
公
表
い
た
し
ま
す
。

一
、
お
も
な
事
業

1
、
一
般
管
理
関
係
で
は
、
有
線
放
送

施
設
に
対
す
る
補
助
、
納
税
組
合
の

育
成
、
災
害
救
助
事
業
を
実
施

2
、
消
防
関
係
に
お
い
て
可
搬
式
動
力

ポ
ン
プ
四
台
を
購
入
、
四
コ
分
団
に

配
置

3
、
産
業
関
係
は
水
稲
病
害
虫
防
除
事

業
、
板
井
地
区
基
盤
整
備
事
業
、
溜

池
改
修
事
業
補
助
、
台
風
被
害
耕
地

の
復
旧
事
業
、
共
同
利
用
動
力
撒
粉

機
の
購
入
な
ど

4
、
厚
生
事
業
と
し
て
住
民
い
っ
せ
い

検
診
お
よ
び
各
種
予
防
接
種
、
老
令

年
金
の
麦
給
、
台
風
被
憲
犀
鑑
家
復
旧

補
助
、
老
人
福
祉
対
策
、
母
子
健
康

対
策
事
業
な
ど

5
、
土
木
関
係
事
業
に
は
道
路
お
よ
び

橋
り
ょ
う
改
良
改
修
事
業
は
全
村
的

に
施
行
し
、
更
に
村
道
療
養
所
線
の

　
教
育
委
員
に

　
橋
本
氏
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
護
．
　
　
欝
占
奎
蓉
、
税
収
、
交
付
金
付
藁
聾
著
、
な
お
書
八
主
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
　
　
　
な
ど
の
増
鰹
よ
っ
≦
…
一
冥
壱
簗
壬
喬
拓
難
芝
と
選
覆
．
　
　
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獲
　
　
　
　
　
万
七
予
蕪
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
れ
ま
た
健
金
財
政
雁
す
。
・

　
　
ま
た
県
道
舗
装
は
、
小
川
線
、
富
　
　
別
表
に
掲
げ
た
と
お
り
、
当
初
か
ら
を
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
収
入
増
と
　
っ
て
決
算
で
き
ま
し
だ
こ
と
に
対
む
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
歳
繰

田
線
に
つ
い
て
五
カ
所
を
施
行
す
る
健
全
財
政
を
た
て
ま
え
と
し
て
予
穣
編
支
出
残
金
と
を
合
算
し
ま
し
て
、
九
百
喜
び
ま
す
と
と
も
に
、
村
民
各
位
の
絶

こ
と
に
成
功
し
、
な
お
未
舗
装
地
区
成
を
し
、
数
圓
の
補
正
を
も
加
え
、
最
八
十
一
万
二
千
余
円
を
翌
年
度
に
繰
越
，
大
な
む
協
刀
に
対
し
へ
満
こ
う
の
感
謝

は
来
年
度
実
施
を
申
請
い
た
し
ま
し
終
予
算
は
歳
入
歳
出
九
千
九
百
余
万
円
す
こ
と
が
看
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
、
を
申
ル
上
げ
ま
し
て
公
表
と
い
た
暴

（単位円）

支出額

昭和41年度一般会計の決算
入　　　　　　　　　歳　　　　出

分一
区収入額

　5，163，648

25，756，954

　4，102，179

　3，873，898

　9，378，816

　　462，680

13，129，84，1

　2，502，697

17，882，041，

　7，292，906

　2，488，485

92，034，145

28，428，・・6「議会費

5とllll8881欝墓馨

　　42，606衛生費’
　1，458，445　農林水産業費

5，890，556商工費
　　111，060土木費
　　　　　Ol消　防　費

7，234，549教育費
　1，365，267公債費
　5，800・gOOl．災害復旧費

101，846，48引　　歳出合計

｝
　
税
金
税
金
料
金
入
金
金
入
債

｝
分
．
難
蓄
収
附
越
収

蔵
撃
鷺
握

｝
　
村
臨
地
分
使
国
財
寄
繰
諸
村

皿
歳

歳入合計

九
月
三
吉
竃
っ
て
鑛
準
に
　
公
平
委
員
会
の

な
っ
た
教
育
委
員
橋
本
広
安
氏
の
後
任

に
・
北
麓
館
揺
蚕
五
郎
袋
選
　
委
員
を
選
任

任し、

十
月
一
甘
付
け
発
令
い
た
し
ま
　
　
前
任
者
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
公
平

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
委
員
を
あ
ら
た
に
選
任
し
、
議

な
お
、
十
月
七
日
教
育
委
員
会
を
開
会
の
圃
意
を
得
て
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た

催
し
、
委
員
長
に
塚
田
永
慧
氏
を
再
選
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

職務代

理
に
柴
益
次
郎
氏
を
選
出
し
ま
　
　
江
南
村
押
切
　
一
〇
〇
番
地

し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
田
宗
昌

国
保
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
詳
す
．
．

細は、

別
掲
の
と
お
り
に
家
族
七
割
給
．
甲

村の財政の組みたて
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歳入　7・902・783円

歳出5，062，450円
繰越金2，840，333円

村民一人あたり税負担額と

　　　　　　歳出額の年度別比較
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聾

41年度千o年度

税
務
署
だ
よ
り

㎜㎜
置
が
ラ
ン
プ
蓬
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
一

㎜
て
い
ま
す
。
，

㎜
　
ど
う
ぞ
税
務
署
へ
お
い
で
の
節
は
す

㎜
利
用
く
だ
さ
い
。
。

㎜
　
節
税
は
青
色
申
告
で

㎜
　
税
務
署
で
は
、
た
だ
い
ま
青
色
霞
古

㎜
の
勧
し
ょ
う
を
璽
点
施
策
と
し
て
い
ま

7．
㎜
　
青
亀
毘
ロ
は
、
む
ず
か
し
い
記
帳
聖

㎜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
『
噛

門
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
簡
単
な
　
・

帳
簿
で
青
色
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
．

・
・
ご
用
の
時
は
電
光
案
内
板
を

熊
谷
税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
便
を
応

は
か
る
た
め
、
玄
関
入
口
に
電
光
案
函
．

板
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

ひ
用
向
き
に
応
じ
て
案
内
板
の
ボ
召

ンを押し

ま
す
と
、
用
務
先
の
係
の
座

　　　　去
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～
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
江
南
村
御
正
新
田
一
七
二
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
広
安

　
予
算
額
一
億
二
千
七
万
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
蒋
小
江
川
八
董
叢
　
　
　
固
定
資
産
評

　
　
　
　
　
樋
春
堤
防
下
段
道
路
費
な
ど
決
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
治

昭
和
四
三
年
塵
雲
幕
正
予
妄
王
ハ
万
一
一
千
円
霧
正
し
、
総
奮
は
三
簑
、
人
格
が
藻
で
、
　
価
審
査
委
員
会

算
は
、
九
月
二
土
ハ
日
開
会
の
第
三
回
額
億
二
千
七
万
円
の
予
算
と
な
り
ま
地
方
自
治
の
本
旨
お
よ
び
民
主
的
で
能
　
　
　
　
　
委
員
を
選
任

定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
、
樋
春
提
防
下
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
率
的
な
事
務
の
処
理
に
理
解
が
あ
．
り
、

段
道
路
改
良
工
事
ほ
か
土
木
費
と
し
て
　
財
源
と
し
て
は
、
臨
時
地
方
財
政
交
な
お
、
人
事
行
政
に
関
し
識
見
の
あ
る
　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
本
村

八
百
九
十
六
万
三
千
円
、
消
防
中
央
分
付
金
百
三
万
六
千
円
、
地
方
交
付
税
三
か
た
が
た
で
、
任
期
は
四
年
、
非
當
勤
の
住
民
で
村
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
か

団
費
お
よ
び
北
本
部
肇
距
移
転
工
事
費
百
八
十
五
万
四
千
円
、
県
支
出
金
三
十
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
う
ち
か
ら
選
任
し
、
議
会
の
同
葱

と
し
て
二
十
七
万
九
千
円
、
産
業
関
係
七
万
二
千
円
、
村
債
五
百
万
円
を
あ
て
　
　
十
月
二
十
四
日
、
初
の
委
員
会
で
持
を
得
て
、
つ
ぎ
の
三
各
の
か
た
が
た
が

補
助
金
五
十
九
万
五
千
円
な
ど
、
合
計
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
氏
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
　
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

一瞭鐸才源

こ
の
委
員
会
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
不

服
を
審
査
、
決
定
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

江
南
村
押
切
六
三
九
番
地
の
三

　
　
　
　
　
新
井
盗
ロ

江
南
村
成
沢
五
〇
六
番
地
の
二

　
　
　
　
　
篠
崎
英
作

江
南
村
板
井
六
（
）
七
番
地

　
　
　
　
　
吉
野
勝
文

窒
a
広
転
O
q
8
只
6
5
4
3
2
ー

3q年度，

納めた税金はどのくらいか

総額　28，428千円

　　　　　　　6．4？，9千m

　　　　　　　　　　　，
ゆ
マ
　

　∞
羅難

ヨ
サ
ペ
ヤ灘

噌
唱
黛

翻
　　　『　　　　　ロ　　　2．2054・円
　　　　『

射民税
固定資産税

車糞自望力車き兇

たば’こ消費税

電鉱・η“ズ弁兇

消
防
ボ
ン
プ
自
動
ま
す
・

車
納
車
さ
れ
る

：
経
営
の
合
理
化
の
た
め
に
も
、
ま
た

節
税
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
青
色
申
告
を

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
す
す
め
い
た
し
ま

す。

詳
細
は
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ー
・

最
新
式
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
九

月
二
よ
⊥
ハ
臼
納
車
さ
れ
、
巾
学
校
プ
ー

ル
で
議
会
議
員
、
・
滑
防
関
係
者
ら
が
出

席
し
て
、
放
水
試
験
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

新
し
い
消
防
車
は
、
一
般
の
火
災
に

は
も
ぢ
ろ
ん
、
油
火
災
に
使
用
す
る
薬

液
を
放
水
す
る
設
備
や
、
火
災
予
防
運

動
に
も
利
用
で
き
る
放
送
設
備
も
あ
り

ま
す
の
で
、
消
防
団
の
活
動
と
と
も
に

本
村
の
消
防
力
は
一
段
と
強
化
さ
れ
ま

す
Q
．

鞭曝

農
業
委
員
会
委
員

　
十
二
月
で
任
期
満
了

江南

村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
は
』

本
年
十
二
月
三
十
一
日
を
も
つ
て
満
了

に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
選
挙
法
に
・

よ
り
、
任
期
満
了
前
三
十
日
以
内
に
選

挙
老
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
の
委
員
会
の
組
織
は
、
選
挙
に
よ
、
．

ゐ
委
員
十
五
名
と
、
選
任
に
よ
る
委
員

と
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

選
挙
人
毒
は
、
定
侍
名
簿
の
制
度

を
と
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
昭
和
四
十

二
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
っ
て
調
整
し

三
月
三
十
一
日
に
確
定
し
た
名
簿
で
あ

妙
、
こ
れ
は
み
な
さ
ん
の
申
請
に
む
と

づ
い
て
調
整
し
た
も
の
で
す
。

選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
は
、
農
業

委
員
会
の
区
城
内
に
住
所
の
あ
る
年
令

満
二
十
歳
以
上
の
者
で
、
農
地
十
ア
ー

ル
以
上
耕
作
の
経
営
主
と
、
耕
作
に
従

事
す
る
日
数
が
、
年
闇
六
十
日
以
上
の

親
族
ま
允
は
配
偶
者
で
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
す
。

選
挙
期
日
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理

委
鼠
会
で
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

〆

『
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江南村

総
合
振
興
計
画
き
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
力
年
後
を
展
望

　
こ
の
た
び
、
江
南
村
振
興
五
力
年
計
別
は
あ
ろ
う
が
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も

画
を
樹
立
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
さ
現
状
に
甘
ん
じ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ

る
九
月
定
例
村
議
会
に
発
表
し
、
む
了
ま
す
の
で
、
計
画
を
た
て
ら
れ
る
こ
と

解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
概
要
は
左
蓑
の
と
お
り
で
す
が

こ
の
こ
と
は
国
の
施
策
の
い
っ
か
ん
で
の
立
地
条
件
を
勘
案
し
て
、
将
来
ど
の

分
考
察
し
て
樹
立
し
た
も
の
で
す
。

　ま

た
い
う
ま
で
も
な
く
、
自
分
ひ
と

り
よ
が
り
の
も
の
で
あ
っ
て
は
成
功
し

が
た
い
こ
と
に
思
い
を
い
た
し
、
県
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
本
村
と
し
て
は
本
村
よ
ぴ
国
と
も
緊
密
な
連
絡
と
適
切
な
要
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
を
続
け
、
補
助
金
に
し
て
も
起
債
を

すから、

自
治
体
と
名
付
け
る
県
お
よ
方
向
に
進
め
る
こ
と
が
住
民
の
福
利
を
襲
醐
す
る
場
合
に
も
、
確
実
性
を
も
っ
た
だ
き
、
絶
大
な
ご
協
刀
を
お
願
い
い
百
分
の
｝
・
四
で
す
が
、
市
町
村
の
実

び
市
町
村
で
は
、
お
そ
い
か
早
い
か
の
鍵
し
、
毅
の
震
に
邊
か
を
＋
曇
行
、
健
全
財
婆
守
っ
て
ゆ
か
た
k
す
．
　
■
　
　
情
に
応
碁
要
な
蓼
は
募
の
二
・

（単位千円）江南村総合振興計垣

。
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
よ
り
審
査
の
申
し
出
を
行
な
う
こ
と
が

す。

も
ち
ろ
ん
補
助
金
が
つ
く
か
ら
と
で
き
ま
す
。

て
本
村
に
不
適
当
な
実
行
は
止
め
て
ゆ
　
【
固
定
資
産
評
価
嚢
曇
員
会
】

く
べ
き
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
は
納
税
渚
の
代
表
三
名
で
構

　
今
後
住
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
な
ど
成
さ
れ
、
審
査
の
串
し
出
に
よ
る
事
件

も
十
分
き
き
、
議
会
の
意
向
を
と
り
入
の
処
理
に
あ
た
り
、
納
得
の
ゆ
く
結
論

れ
、
そ
の
事
の
大
小
か
蘭
わ
ず
、
こ
れ
を
出
し
て
納
税
者
の
立
場
を
擁
護
し
、

は
全
体
の
た
め
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
同
時
に
長
の
決
定
の
手
助
け
を
行
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
着
々
と
実
行
に
移
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
応
【
税
痢
】

の
江
南
村
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ご
覧
い
　
固
定
資
産
税
の
税
率
は
標
準
税
率
で

　　事　業　内　容

北小校舎改築，1期工事
広報用自動車購入ほか
幹線用水路改修ほか

描撫至華ル購スほか

　　小　　　　　計

北小校舎改築2期工事ほか
消防自動車購入
農免道路ほか
開発道路ほか

　　小　　　　　計　．

南小学校改築工事ほか
農道改良工事ほか
　　小　　　　　計

合　　　　　　計

年度

44

45

46

　
　
▼
あ
な
た
は
納
税
者
▲

　
　
固
定
資
産
税
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

固
蛋
懸
土
地
、
餐
、
償
却
度
（
莚
舞
に
従
誉
藩
格
の
固
憲
黎
手
・

資
産
に
つ
い
て
笙
月
嘉
在
塞
に
し
茗
習
毎
に
所
定
の
肇
以
上
繋
葵
書
た
葬
穆
つ

がの

難
難
舗
灘
難
羅
灘
鐸
い
嚢
課
に
馨
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
課
で
は
、
み
な
畜
ん
の
税
金
が

箋
磐
潔
の
深
毒
、
護
楚
応
じ
て
一
．
湊
し
一
。
二
倍
薯
る
署
公
羅
離
さ
れ
る
よ
う

霧
方
法
、
覆
彪
つ
い
て
お
の
響
婆
響
上
げ
て
嚢
資
料
の
調
査
奮
箋
し
て
お
り

知ら

せ
い
た
し
ま
す
す

【
免
麩
　
　
　
壱
・
鑑
に
つ
い
て
は
引
き
上
ま
す
が
、
魏
者
の
み
な
さ
ん
の
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
が
な
け
れ
ば
好
成
績
も
期
し
が
た
い

　
一
人
の
納
税
者
に
つ
い
て
、
土
地
で
げ
を
す
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
八
万
円
、
家
屋
に
つ
い
て
は
五
万
円
　
家
屋
に
つ
い
て
は
、
五
十
一
年
以
上

以
下
の
評
価
額
の
場
合
は
課
税
い
た
し
経
過
し
た
も
の
は
す
え
置
き
、
五
十
年

所要経費総額

　　　　　2，100

　　　　　6，000

　　　　33，450

　　　　20シ046

　　　　　　　650

　　　　62，246

中学校更衣室建築
母子健康センター建築
山王用本基盤整備ほか

麟鞍欝鷺離
水源地用地売収

　　　小　　　　　計

11，100

30，700

20，837

5，830

15，000

83，467

南小屋体建築工事ほ力
農業構造改善事業ほ力

籠翻灘整暴ほ力
事務改善ほか
水道拡張エ事

　　小　　　　　計

ま
せ
ん
。

【
課
税
台
帳
】
．

　
土
地
お
よ
び
家
屋
登
記
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

地
方
税
法
に
よ
っ
て
登
記
さ
れ
て
な
い

に
満
た
な
い
も
の
は
、
基
準
年
度
に
経

年
減
額
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
課
税
台
帳
の
縦
覧
】

一
ま
で
引
き
上
げ
て
も
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
村
で
は
標
獲
税
率
を
適
用
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
各
人
の
課
税
標
準
額
に

百
分
の
丁
四
を
乗
じ
た
額
が
、
年
間

事業内容年度
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た
ば
こ
は
村
内
で

　
　
　
買
い
ま
し
よ
う

み
な
さ
ん
、
「
た
ば
こ
」
に
は
製
造

　
前
圓
は
、
身
分
を
お
お
や
け
に
証

朋
す
る
戸
籍
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
住
昆
登
録
に
っ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
市
町
村
で
は
、
毎
年
、
多
く
の
予

算
盃
学
校
、
潜
蕗
、
水
道
、
そ
の
ほ

か
い
ろ
い
ろ
住
昆
の
た
め
に
行
政
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

人
口
を
は
あ
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
人
口
資
料
は
住
民
登
録
を

も
と
と
し
て
揮
成
さ
れ
ま
す
。

　
住
民
登
録
と
は
、
み
な
さ
ん
が
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

お
お
や
け
に
認
め
て
も
ら
つ
た
め
に

届
け
出
を
し
、
そ
れ
を
役
場
で
台
帳

に
記
録
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
行
政
を
．
正
し
く
行
な

う
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
が
進
ん
で

届
け
出
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
ち
ろ
ん
人
口
の
は
あ
く
は
、
市
町

村
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
・
県
の
行

政
に
大
き
く
つ
な
が
り
ま
す
。

　
戸
籍
の
場
合
は
身
分
を
証
明
す
る

系
譜
で
す
が
、
住
民
登
録
は
居
住
関

係
を
証
朋
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
証

朋
を
住
民
票
と
い
い
ま
す
。
戸
籍
は
学
し
て
い
る
か
は
関
係
あ
り
ま
せ

夫
婦
と
そ
の
子
を
単
位
と
し
て
つ
く
ん
。
多
く
の
場
舎
、
家
族
と
い
っ
し

ら
れ
ま
す
が
、
住
民
票
は
世
帯
を
単
　
よ
に
生
活
し
て
い
る
場
所
を
任
所
と

位とし

て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
考
え
ま
す
。

　
世
幣
と
は
住
ま
い
と
生
計
を
と
も
、
住
民
票
の
表
示

に
す
る
者
の
集
ま
り
、
ま
た
は
独
立
　
　
戸
籍
に
戸
籍
の
表
示
が
あ
る
よ
う

し
て
岱
ま
い
を
か
ま
λ
る
単
身
者
と
に
、
住
罠
登
録
に
も
建
民
票
の
表
示

規
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
篤
そ
れ
は
住
所
と
世
帯

　
戸
籍
の
場
合
と
違
っ
て
、
両
親
の
．
主
で
3
。
ど
ん
な
届
け
出
で
も
こ
の

ほ
か
に
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
も
表
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
，

い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
い
れ
ば
一
つ
　
転
入
届

戸
籍
と
住
民
票

の
世
帯
と
み
る
わ
け
で
す
。

ー
世
帯
主

　
世
帯
を
主
さ
い
す
る
人
を
い
い
ま
．

す
。
へ
世
帯
主
に
は
年
令
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
独
▽
じ
て
住
居
を
も

ち
、
生
計
を
営
ん
で
い
な
け
れ
ば
世

帯
主
と
は
な
ら
な
い
の
が
実
情
で
す

住
所
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
住
所
と
は
、
各
人
の
生
活
の
本
拠

を
い
い
ま
す
。
ど
こ
に
仕
事
場
を
も

　っ

て
い
る
と
か
、
ど
こ
の
学
校
に
通

②

転
居
屈

　
庄
ん
で
い
ゐ
市
町
村
内
で
住
所
を

変
え
た
場
合
も
、
変
え
た
臼
か
方
十

四
日
以
内
に
転
居
届
を
し
な
け
れ
ば

なり

ま
せ
ん
。
．

奮
窟

　
世
帯
の
う
ち
で
、
主
帯
主
な
ど
が

・
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、
変
更
届
を
出

・
さ
な
け
れ
ば
な
虹
ま
せ
ん
．
、

住
民
票
の
公
開

　
戸
籍
に
公
開
の
制
度
が
あ
る
よ
ヶ

に
、
住
民
登
録
に
も
公
開
の
制
度
が

あ
σ
ま
す
。
鼓
開
の
万
法
ぽ
荷
籍
と

、
同
様
に
閲
覧
、
謄
抄
本
の
交
付
な
ど

小
作
料
引
き
上
げ
ら
れ
る

　
　
　
　
田
は
四
倍
、
畑
は
二
・
五
倍
に

こ
と
し
か
ら
統
制
小
作
料
が
、
田
は
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
町
村
長
は
、
毎
年
三
月
一
日
か
ら
原
価
の
ほ
か
に
多
額
の
税
金
が
か
け
ら
現
行
の
四
倍
、
畑
は
二
・
五
倍
に
引
き

二
十
日
ま
で
の
間
に
、
固
定
資
産
課
税

土
地
、
家
堅
で
も
課
税
対
象
に
な
っ
て
台
帳
を
関
係
者
の
縦
覧
に
供
す
る
こ
と

い
る
も
の
は
個
々
に
一
筆
ま
た
は
一
棟
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
に
価
格
が
決
め
ら
れ
、
備
え
つ
け
の

　
　
　
　
　
ノ

台
帳
に
の
っ
て
お
り
ま
す
。

【
課
税
標
準
額
】

【
審
査
の
申
し
出
】
．
．

納
税
者
は
、
縦
覧
し
た
課
税
△
展
の

律
で
は
適
正
な
時
価
に
よ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
例
え
ば
土
地
の
よ

う
に
売
方
買
方
に
よ
っ
て
相
場
が
大
変

異
な
っ
た
り
、
場
所
に
よ
り
幾
年
も
売

買
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、
時

価
は
つ
か
み
に
く
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
家
屋
は
、
建
築
年
次
に
よ
り
非

常
に
価
格
に
差
異
が
あ
り
、
年
を
経
過

す
る
毎
に
価
格
が
減
っ
て
く
る
も
の
で

絶え

ず
変
動
七
て
お
り
ま
す
の
で
、
三

年
毎
に
「
基
準
年
度
」
を
設
け
て
価
格

を
評
価
し
直
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

十
六
年
度
、
三
十
兀
年
度
、
四
十
二
年

す。

最近で

は
昭
和
三
十
三
年
度
、
三
・
．
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価
格
な
ど
に
不
服
の
あ
る
場
合
は
、
縦
十
円
九
十
九
銭
が
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
農
地
の
小
作
料
は
十
年
余
り
も
す
え
置
と
を
認
め
て
お
り
ま
す
。

・
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
る
額
で
、
法
覧
期
聞
終
了
後
十
日
以
内
に
、
文
書
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰐
幅
鴨
－
實
目
疇
眞
賦
曜
陰
買
昌
賃
■
ロ
．
…
圃
”
1
．
一
．
冒
’
唱
胴
ー
ー
曜
9
．
聞
露
一
虹
8
瓢
ー
一
閣
一
”
6
．
露
一
略
ー
冒
霊
量
置
冒
器
薯
冒
胃
胃
“
岩
霊
昌
冨
＝
霊
・
＝
＝
銑
昌
■
置
署
響
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3
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昌
3
霊
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冒
＝
霊
＝
＝
昌
置
＝
岩
肇
暮
曜
＝
2
置
雲
＝
蟹
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さ
あ
　
ね
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
ナ
ッ
そ
の
前
に
火
の
点
検

　
本
隼
度
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
十
③
　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ

一
月
二
士
ハ
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
　
　
の
防
止

全
国
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
こ
れ
か
ら
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

重
点
輿
施
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
お
互
い
に
注
意
し
て
、
火
災
を
防

す。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

①
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
適
正
な
　
（
見
出
し
は
昭
和
四
十
二
年
度
火
災
予
度
が
基
準
年
度
で
し
た
。
、

“
讐
。
場
所
と
璽
。
方
の
確
認
　
　
　
　
防
研
畑
標
藩
で
す
。
）
　
　
　
．
　
【
課
税
笹
凝
額
の
決
定
墨
準
】

②
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
穴
年

　
本
村
に
住
所
を
定
め
た
と
き
、
，
そ
『
で
す
。

の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
転
入
届
を
一
　
　
、
×
，
　
×
，
　
×

－
む
な
廿
れ
ば
な
ゆ
ま
せ
ん
の
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
の
選
挙
権
、
国
民
健
康

　
転
入
に
む
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
保
険
、
国
民
年
金
、
入
学
児
童
、
予
，

お
も
に
、
新
し
く
世
帯
を
つ
く
る
場
防
注
鮒
、
村
民
税
の
課
税
な
ど
、
ほ
と

合
（
住
所
の
新
設
と
世
帯
の
新
設
）
　
ん
ど
の
こ
と
が
便
財
票
を
基
本
と
し

と
、
他
の
市
町
村
か
ら
移
っ
た
者
が
一
ま
す
か
ら
、
張
し
い
届
け
撮
を
行
な

す
で
に
あ
る
世
帯
に
は
い
っ
て
い
っ
　
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

し
ょ
に
生
活
す
る
場
合
（
住
所
の
新
　
　
な
お
、
住
民
登
録
法
は
、
こ
と
し

設
と
他
世
帯
へ
の
加
入
）
に
わ
け
ら
、
の
十
一
月
十
日
よ
り
住
民
基
本
台
帳

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
・

確丸投げに大会新記録
　　　一村民体育祭終わる一

征
な
わ
れ
る
米
価
決
定
に
あ
た
っ
て
も
て
、
十
ア
コ
ル
当
た
り
の
糧
収
益
か
ら

評
価
基
準
と
し
て
、
重
要
な
役
割
り
を
生
産
贋
摺
と
糾
潤
を
差
薪
い
え
金
額

は
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
産
米
を
、
平
均
小
作
と
す
る
も
の
で
、
■
必
ず

価
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
実
納
小
作
』
現
金
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

料
の
平
均
が
評
価
基
準
と
し
て
利
用
さ
す
。
．

れ
た
た
め
、
事
実
上
こ
の
実
納
小
作
料
　
　
改
正
さ
れ
た
小
作
料
は
う
え
の
と
お

す
ぐ
れ
た

納
豆
の
栄
養
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
省
の
調
査
で
も
、
最
近
十
ア
ー

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
税
金
の
U
部
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
ル
当
た
り
四
千
五
、
六
百
円
、
な
が
に
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
現
行
統
り
で
・
本
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
に
罫
あ
小
作
料
は
、
田
、
畑
と
も
薮
は
一
万
円
奮
す
ヤ
、
、
歪
響
鏡
制
傘
料
の
存
続
意
義
が
ま
す
ま
す
薄

元
す
る
「
た
ば
こ
饗
税
あ
楽
四
崇
ら
去
鑑
ま
で
の
等
級
に
貧
し
、
漸
葎
料
と
の
響
婁
り
れ
て
諌
裁
し
た
．
、
　
　
　
　
第
四
回
江
南
村
商
店
コ
ン
ク
ー
ル

月より

三
．
一
％
引
ぎ
上
げ
ら
れ
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
き
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
に
も
実
傭
と
か
け
は
な
れ
て
き
た
た
め
　
　
そ
こ
で
、
今
回
の
引
き
上
げ
が
な
ざ

た
．
そ
こ
で
二
来
入
り
の
た
讐
が
、
最
近
の
霧
価
の
藤
に
く
髪
蒙
か
ら
の
鑛
度
が
騎
て
き
を
れ
た
わ
け
手
が
ど
の
伶
醤
改
江
蒋
悪
ヲ
ク
ー
ル
は
、
本
年
村
長
賞
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
に
あ
た
っ
て
の
基
準
は
、
本
年
度
の
は
、
第
二
十
二
回
園
体
が
開
催
さ
れ
ま
　
　
小
江
川
野
口
屋
（
酒
類
、
雑
貨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
、
他
と
の
つ
り
あ
い
が
と
れ
な
く
　
　
ま
た
ど
の
統
制
小
作
料
は
、
毎
年
生
産
者
米
価
推
定
生
産
費
に
も
と
づ
い
し
た
の
で
貞
例
年
よ
り
ニ
カ
月
繰
り
上
議
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖カ
っ
た
た
め
、
さ
る
七
月
二
十
一
日
に

審
査
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
入
賞
店
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
入
賞
店
は
、
い
ず
れ
も
最
近
改
装
さ

れ
た
店
舗
が
大
部
分
で
、
店
舗
の
近
代

化
の
様
子
が
2
ひ
が
わ
れ
、
店
舗
お
よ

び
経
営
に
つ
い
て
も
特
色
を
生
か
し
、

個
性
を
発
揮
し
、
ま
た
、
よ
く
消
費
巻

を
研
究
し
、
現
代
消
費
者
の
好
み
に
あ

っ
た
、
朋
る
く
た
の
し
い
店
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
十
月
二
十
八
日
、

県
外
視
察
を
か
ね
て
、
栃
木
県
小
山
セ

ンター

に
て
行
な
わ
れ
、
村
長
、
議
会

議
長
の
出
席
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
當
”
状
お
よ
び
副
賞
毒
さ
れ
き
し

た
。

　
大
豆
は
畑
の
肉
と
云
わ
れ
る
よ
う
に

栄
養
的
に
す
ぐ
れ
た
食
品
で
す
が
、
そ

の
ま
ま
で
は
消
化
が
悪
い
の
で
、
大
豆

を
加
工
し
て
そ
の
価
値
を
出
さ
せ
る
も

の
と
し
て
、
油
、
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
、

と
う
ふ
へ
き
な
紛
な
ど
が
隻
れ
ま
し

た
コ
そ
の
な
か
で
も
納
豆
は
、
「
畑
の

チ
ー
ズ
山
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
消
化
が

よ
く
、
良
質
た
ん
白
、
ビ
タ
ミ
ン
B
2

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
た
く
さ
ん
含
ん
で

い
ま
す
。

　
納
豆
は
、
納
豆
菌
の
年
用
に
よ
っ
て

大
豆
の
成
分
が
分
解
さ
れ
、
い
り
大
豆
．

や
湘
煮
豆
の
消
化
よ
吻
も
、
ず
っ
と
消

化
が
よ
い
の
で
む
だ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
・
栄
養
的
に
み
て
、
た
ん
ぱ
く

質
だ
け
で
な
く
、
わ
た
く
し
た
ち
に
と

っ
て
不
足
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
B
2
が
多

い
の
で
す
。
そ
の
う
え
安
価
で
、
す
ぐ
、

に
お
か
ず
と
し
て
食
卓
に
の
せ
て
そ
の

－
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
ま

た
、
お
料
理
に
も
利
用
で
き
る
の
で
、

わ
た
く
し
た
ち
は
、
も
っ
と
じ
ょ
う
ず

に
便
っ
て
健
康
増
進
に
役
立
た
せ
た
い

も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
栄
養
的
に
す
る
た
め
に
、
ビ

タ
ミ
ン
B
2
や
刀
ル
シ
ウ
ム
を
強
化
し

た
納
豆
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

　
村
民
体
育
祭
は
、
十
月
十
日
秋
階
れ

の
江
南
中
学
校
々
庭
に
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
は
じ
め
大
ぜ
い
の
村
民
を
お

迎
え
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
培
玉
国
体
の
年
と
あ
っ
て
、

一
，
般
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
極
め
て
高
く
、

く
り
拡
げ
ら
れ
る
か
ず
か
ず
の
競
技
に

老
若
男
女
を
間
わ
ず
、
選
手
も
観
覧
者

も
一
体
と
な
っ
て
、
体
育
祭
の
ム
ー
ド

は
盛
り
あ
が
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
特
に
北
小
学
校
児
童
の
鼓
笛
隊
、
国

体
旗
∬
レ
ー
の
披
露
、
勤
労
着
協
議
会

の
仮
装
行
列
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
玉
入
れ

な
ど
人
気
を
あ
げ
ま
し
穐
ま
た
砲
汎

投
げ
に
馬
場
正
壁
雪
が
＋
顔
桝
五
の
大

会
罷
録
塗
出
し
糞

（北小学校児童の鼓笛隊）

一
42年度から実施される小作料

　　畑・の　部

等級10アール当りの額

＿曝＿＿＿記．2・．鞭巴、

，2越＿＿、…2坦型巴＿

2璽＿＿」必巴．、
4級　　　　　　　　1，875Fη　4赦　　　　＿賜＿1，875円

　5級＿一．一玉辺遡巴一

μ腿＿＿～1咽廻．＿
＿曝．＿．＿」・5遡＿
＿過越曲＿．＿．L・蝦熈＿
＿腿．＿、、、．J7385王旦＿

一』腿＿＿＿、」22β墜陞．
　11級　　　　11，188円

　12璽　　　　1，090円

。．．凱＿一、遡＿
」蠣＿．＿．型襲巴、．
　15級一　　　　795円

1．．，．．田の部

．等級　　10アー・ノレ当』リの額

τ叢一輩鵬よ
　3級　　　　5，204円
　4級　　　　　4，％O

＿鼠，4，720円
卑　4，476臼、
　7級　　　　4，236円
　8　　　　　3，992円
　9級　　　　　　　．3，752円

　10級　　　　　39508円1
　11級』　　3・268円、
　12級　　　　　　　　3，024円

13級　　　　2，784円
　14級　　　　2，540円・
　15級　　　　　　2｝300円

　
小
江
川
　
松
本
商
店
（
酒
類
食
料
品
）

会長

賞

　
上
押
切
　
笠
原
商
店
（
酒
類
食
料
品
）

〃
　
第
二
位

　千

代
小
久
保
商
店
（
た
ば
こ
）

〃
　
第
二
位
、

御
正
新
田
正
月
堂
（
菓
子
〉

〃
　
第
三
位

御
正
新
田
桑
島
精
肉
店
（
肉
揚
物
）

〃
　
　
　
〃

上
新
田
岩
間
綿
店
（
綿
フ
ト
ン
）

ク
　
　
　
　
ク

御
藷
大
奮
（
奮
く
）

〃
　
　
　
　
〃

小
江
川
松
本
菓
子
店
（
菓
子
）

　
　
　
　
　
（
江
開
籾
商
工
会
）

一．＿』■一』

ノ

ヤ
多
、




